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【巻頭言】（会長 中神 誠） 

 ２月８日（日）に「広島市視覚障害者情報センターまつり

2026」が行われました。雪が降るにもかかわらず、820 名の皆様

の来場がありました。鯉城の会をはじめ多くの皆様のご協力をいた

だいて、盛大に終えることができ感謝申し上げます。 

 ２月 15 日（日）に行われたいちご狩りには 37 人が参加されま

した。阿伏兎観音へも行きましたが、ヘルパーセンターさんぽ以外

のガイドさんが「危ないからやめましょう」と止められ、行かない

方もおられました。やむを得ず行かれない方がおられた事は残念で

した。またの機会に挑戦してください。今回、この行事に参加され

た皆さんは、また来年も行こうと今から楽しみにされているようで

した。 

 2 月 21 日（土）にアステールプラザで、演劇引力広島第 12 回プ

ロデュース公演「はぐらかしたり、もてなしたり」という演劇があ

りました。音声ガイドがあり情景がわかりやすく、とても楽しく鑑

賞できました。皆さんも音声ガイドのある映画や演劇を鑑賞してみ

てください。 
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【お知らせ】 

青年部 

☆青年部総会の開催について 

青年部では、現在、2026 年度以降の活動に関する準備・調整を

進めております。このため、定期総会の開催時期は５月下旬とする

予定です。正式なご案内は、視障協だより４月号に掲載しますので

よろしくお願いいたします。お問い合わせ等ありましたら、臼井

(090-9730-1246)までご連絡ください。 

 

【報告】 

体育部 

☆会員ふれあいゴルフ大会の開催結果報告 

体育行事をゴルフ大会に変更した結果、6 名と沢山の方にご参加

いただき、体育部としては嬉しい限りでした。また当日は、ゴルフ

部スタッフのサポートもあり、しっかりと体験ができました。 

枝広プロの講話の後、クラブの握り方から教えてもらいました。こ

れがいきなり難しい。握り方の練習用に、指の位置が刻まれている
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モデルグリップを使うと握りやすくなり、その後、パターと打ちっ

ぱなしを体験してみました。 

まずはパター、グリーンに乗ったボールをカップに入れる練習を

しました。6 メートルくらい離れた位置から挑戦。ついつい力が入

ってしまいなかなか入らない！ ボールがカップのまわりを行った

り来たりと悪戦苦闘、微調整するのが大変でした。 

打ちっぱなしでは、地球と喧嘩したり、空振りしてしまったり、

上手に大きくクラブを振れなかったり。参加者の中には「昔、見え

ていた時はコースに出ていたけどなあ」と懐かしそうに話す方もお

られ、とても上手でした。経験者はスイングも打球も音が違いま

す。ボールも遠くまで飛んでいました。全くの初心者は、最初のう

ち、クラブをボールに当てることも出来ませんでしたが、コツを掴

むとそこそこ飛ばせるようになり、楽しそうでした。私もゴルフ体

験は 1 回だけの初心者ですが、スタッフの皆さんのお陰でなんとか

遠くまで飛ばすことができ嬉しかったです。 

枝広プロやゴルフ部長から参加された方に、「毎週金曜日 19 時半

から練習しているので是非参加してみませんか」とお誘いがありま

した。スタッフの皆さんはとても優しいので興味のある方は是非参
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加してみませんか。体育部では、来年度も会員ふれあいゴルフ大会

を開催しますので、是非とも参加をお願いします。 

以上、体育部からの報告でした。 

 

福祉環境部 

☆広島駅につながる新たな通路のご紹介 

皆様こんにちは。福祉環境部の高松です。広島駅バス降車場か

ら、エールエール広島（福屋）2 階を通り広島駅に至る通路が完成

しました。以下に、バスを降り点字ブロックに沿って川沿いの降車

場から広島駅まで行くルートを書いてみましたので、このバスをご

利用の方は参考にしてみてください。 

1. バス降車場から建物入口まで 

•スタート:バスを降り、左（バスの後ろ方向）へ進みます。 

•右側からの音: 右手にエスカレーターの音声案内を聞きながら直

進してください。 

•最初の分岐: しばらく進むと最初の警告ブロックがあり、そこで

右に曲がる誘導ブロックに沿って右に曲がります。 
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•補足: 右折してすぐの警告ブロックを左に行くとエレベーターです

が、今回は直進します。 

•階段への分岐: さらに直進すると、次の警告ブロックで左に曲が

ります。目の前が階段です。 

•階段を上がる: 階段を上がったら、すぐ右へ曲がります。 

•注意: 曲がってすぐ右側に、先ほどのエレベーター出口からの合流

がありますが、ここは無視して直進してください。 

2. エールエール広島（2 階）を通過 

•建物への入館: 2 枚の自動ドアを通り、エールエール広島の 2 階に

入ります。 

•館内での右折: 建物に入ってすぐ、最初の警告ブロックを右に曲が

ります。 

•館内の移動: しばらく直進、次の警告ブロックで左に曲がります。 

•館内の出口へ: 数メートル直進した先の警告ブロックを右に曲が

ります。 

3. 連絡通路から広島駅へ 

•建物を抜ける: 2 枚のドアを通り、建物を出て「広島駅連結通路」

に入ります。 



8 

 

•目印: この 2 枚のドアの間に、右手に点字案内板があります。 

•分岐の通過: 建物を出てすぐの警告ブロックを左に曲がると、城北

通り方面（階段）ですが、広島駅へ行く場合はここを直進します。 

•スロープの注意点: ここからなだらかな下りスロープです。誘導ブ

ロックがカーブしており、足元の感覚に注意して進んでください。 

•最終分岐（広島駅到着）: スロープを下り終えた次の警告ブロッ

クを右に曲がると、広島駅方面に到着します。 

•補足: ちなみに、左に行くと広島 JP ビルディング方面です。 

全体を通してなだらかなアップダウンや微妙にカーブしているとこ

ろが多いので、歩行の際には注意してください。詳しくは、広報紙

「ひろしま市民と市政」３月 1 日号にも掲載されていますので、併

せてごらんください。 
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【事務局より】 

☆ICT サポートのご利用を 

ICT サポートにより、情報の取得やコミュニケーションが豊かに

なります。視障協では、専用のボランティアを派遣し、iPhone の

VoiceOver 機能を使ったアプリの活用や、音声ソフト搭載パソコ

ンの基本操作などをサポートする事業を行っています。利用を希望

される方は、ICT 利活用支援事業担当 080-2929-0227 までご連絡

ください。 

 

☆今月の会員（2 月） 

 【入会者】  

大段 喜代子 （おおだん きよこ） 

【退会者】 

 なし        

 令和 8 年 2 月末 

総数 237 名（正会員 234 名 賛助会員 3 名） 
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☆編集後記（編集長 加藤辰夫） 

皆様こんにちは。穏やかな日差しに春を感じる今日この頃、いか

がお過ごしでしょうか。年度末を迎え、あわただしく過ごされてい

ることと思います。今年度、視障協ではいろいろな行事を開催して

きましたが、残すところ臨時総会などわずかとなりました。沢山の

皆様にご参加いただき有難うございました。来月からは、社会福祉

法人広島市視覚障害者福祉協会がスタートします。これからも、皆

様とともに盛り上げてまいりたいと思っておりますのでよろしくお

願いいたします。 

話はコロッと変わりますが、いよいよ桜の季節。私にとって最大

のイベントがやってまいります。花見です。桜の花は見えません

が、雰囲気を味わいながら、一年に一度、昼間から酔っぱらえる最

高の日です。花見の日は朝早く起きて、酒のつまみやお結びを作り

持っていく予定です。今年は、北広島町にある創業 300 年を超え

る老舗酒蔵の冬季限定にごり酒と、大吟醸から作られるにごり酒の

２本を手に入れたので、視覚障害者の仲間と飲んで盛り上がりたい

と考えています。でも私は上手にお酒を飲めないので、酔っ払って
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歩けなくなっても家に帰れるよう、タクシー代は忘れずに持って行

こうと思っています。 

これからどんどん暖かくなり桜も満開になります。皆様も外に出

て、お花見など楽しまれてはいかがでしょうか。あまり羽目を外さ

ないように満開の春を楽しみましょう。 

 

 


